
未
来
の
目
標
や

課
題
は
？

高
齢
化
が
進
む
中
で
、

後
継
者
不
足
に
悩
ん

で
い
ま
す
。
農
地
は
重
粘
土
質

で
畑
作
に
適
合
し
な
い
た
め
、

稲
作
中
心
で
農
業
を
維
持
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
美
味
し
い
お
米
の
販
路
を
開

拓
し
て
や
り
が
い
を
見
い
だ
す

こ
と
、
梅
を
使
っ
た
商
品
を
実

現
す
る
こ
と
が
大
き
な
目
標
で

す
。
米
・
梅
と
で
六
次
産
業
化

を
図
り
、
集
落
の
活
性
化
を
進

め
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。（

Ｎ
）

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

甲
賀
市
の
南
東
部
に

あ
り
、
山
を
越
え
る

と
三
重
県
伊
賀
市
で
す
。
甲
南

町
は
忍
者
の
本
拠
地
で
す
が
、

柑
子
に
も
２
つ
の
山
城
跡
が
あ

り
、
武
家
時
代
の
痕
跡
を
残
し

て
い
ま
す
。

　
人
口
は
64

戸
で
２
３
０
名
余

り
、
農
地
面
積
は

43

ha

あ
り
、

南
部
に
は
工
業
団
地
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

主
な
取
組
は
？

43

ha

の
農
地
の
内
、

26

ha

を
『
農
事
組
合

法
人
柑
子
営
農
組
合
』
が
集
積

し
、
水
稲
・
麦
・
大
豆
・
飼
料

米
の
作
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
老
人
会
で
あ
る
『
愛

柑
ク
ラ
ブ
』
が
昭
和
38

年
か
ら

梅
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。
約

１
０
０
本
の
梅
の
木
か
ら
収
穫

し
、
梅
干
し
に
加
工
し
て
、
地

産
地
消
の
取
り
組
み
で
市
内
の

学
校
給
食
に
も
提
供
し
て
い
ま

す
。

甲南町　柑子
こうなんちょう こう　じ

甲南町柑子区甲南町柑子区輝け未来輝け未来

コスモスまつり 梅の収穫

第55回愛柑クラブ創立記念総会

　
平
成
12

年
か
ら
進
め
る
村
づ

く
り
の
活
動
で
は
、
農
地
・
水

環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
に
よ

り
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
お

り
、
恒
例
と
な
っ
た
コ
ス
モ
ス

ま
つ
り
に
は
県
内
外
か
ら
多
く

の
鑑
賞
者
が
訪
れ
ま
す
。

田植え

農村まるごと保全活動

2018.3.15
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農
業
委
員
会
の
紹
介

農
業
委
員
会
の
紹
介

利
用
状
況
調
査
と

　
　
　利
用
意
向
調
査
の
実
施

　
甲
賀
市
農
業
委
員
会
は
平
成
29
年
７
月
20
日
に
新
体
制
と
な
り
、
以

下
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
農
地
法
そ
の
他
の
法
令
の
権
限
に
属
さ
れ
た
業
務

●
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
業
務

（
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、

新
規
参
入
の
促
進
）

　
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
以
下
、
推
進
委
員
）
が
連
携

し
、
市
内
に
お
け
る
農
地
の
有
効
活
用
の
促
進
と
農
業
の
振
興
の
た
め
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

○
農
地
法
申
請
許
可
等
に
関
す
る
業
務

　
農
業
委
員
及
び
農
地
法
許
可
申
請
が

あ
っ
た
区
域
の
推
進
委
員
が
総
会
に
出

席
し
、
法
令
及
び
農
地
利
用
の
観
点
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
意
見
し

審
議
し
て
い
ま
す
。

○
遊
休
農
地
対
策

　
推
進
委
員
を
中
心
に
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
や
農
地
利
用
状
況
調
査
を
行
い
、
遊

休
農
地
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
発
生
防
止
・
解
消
に
努
め
て
い
ま

す
。

○
そ
の
他

　
各
地
域
で
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

作
成
に
あ
た
り
、
委
員
の
立
場
で
会
合

に
出
席
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・

集
約
に
む
け
た
助
言
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
の
農
業
委
員
会
だ
よ
り
で

も
掲
載
し
て
い
る
、
市
長
へ
の
「
意
見

書
」
の
提
出
、
食
育
活
動
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　農
地
の
こ
と
で
お
困
り
の
際
は
、
お

近
く
の
農
業
委
員
、
推
進
委
員
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
の
主
な
活
動

　
農
業
委
員
会
で
は
、
推
進
委
員
を
中
心
に
利
用
状
況

調
査
を
実
施
し
、
市
内
全
域
の
農
地
の
状
況
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

　
利
用
状
況
調
査
の
結
果
、
農
業
委
員
会
が
『
遊
休
農

地
』
で
あ
る
と
判
断
し
た
農
地
の
所
有
者
に
は
、
利
用

意
向
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
農
地
所
有
者
の
意
向

を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
中
間
管
理
機
構
等
を

活
用
し
た
農
地
の
有
効
活
用
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
状
況
調
査
と
は
別
に
、
推
進
委
員
は
担

当
地
域
を
月
１
回
以
上
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
違
反
（
無
断
）

転
用
が
な
い
か
等
、
農
地
の
状
況
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

農地パトロールの様子

新
し
く
な
っ
た

新
し
く
な
っ
た
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件数

農地法第２条による非農地証明申請 ３

農地法第３条許可申請（農地の売買・貸借） 29

農地法第４条許可申請（自己所有農地の転用） 22

農地法第５条許可申請（農地を売買・貸借して転用） 56

民事執行法による農地等の売却に係る農地法の処理 ２

農地法第４条届出 22

農地法第５条届出 59

農地法施行規則第29条届出 ４

農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画決
定 ( 利用権等設定 )

369

農業経営基盤強化促進法による農業経営改善計画認定
申請

７

田畑転換等形状変更届出 ６

計 579

※平成29年１月から12月の農業委員会総会での取扱い件数です。

平成29年総会取扱い件数



　
米
の
生
産
調
整
が
施
行

さ
れ
て
か
ら
約
半
世
紀
、

ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
妥

結
に
伴
う
農
産
物
輸
入
の

自
由
化
に
よ
り
、
米
は
年

間
70
万
ｔ
の
輸
入
で
価
格
の
下
落
に
拍
車
を
か
け

た
。
農
業
者
の
生
産
意
欲
を
減
退
さ
せ
た
政
府
の

責
任
は
大
き
い
。
加
え
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
で
は
、
国

内
農
業
に
更
な
る
悪
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

　
近
年
、
農
政
改
革
と
称
し
て
数
多
く
の
助
成
事

業
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
平
成
30
年
度
か

ら
は
、
生
産
数
量
は
個
々
に
任
せ
る
と
い
う
大
胆

な
施
策
に
舵
を
切
っ
た
。
政
府
は
農
業
を
ど
こ
に

導
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
猫
の
目
農
政
と
言
わ

れ
て
も
仕
方
あ
る
ま
い
。

　
農
業
所
得
の
向
上
、
専
業
農
家
の
増
大
、
地
域

を
守
る
た
め
の
集
落
営
農
の
推
進
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
創
設
し

て
農
地
の
利
用
集
積
を
す
る
こ
と
で
農
業
を
活
性

化
す
る
こ
と
は
評
価
を
し
た
い
。

　
し
か
し
、
こ
れ
で
全
て
良
し
と
は
な
ら
な
い
。

今
日
ま
で
、
地
域
の
環
境
・
景
観
を
守
り
、
水
資

源
の
涵
養
に
努
め
て
き
た
地
域
の
方
々
の
思
い
を

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
今
後
は
山
間
地
域

に
光
を
当
て
な
い
限
り
、
自
然
豊
か
な
農
村
は
守

れ
な
い
。
不
耕
作
地
が
増
え
る
現
在
、
今
こ
そ
地

域
の
切
実
な
要
望
に
応
え
る
き
め
細
か
い
施
策
を

切
望
す
る
。
そ
ん
な
一
農
家
の
独
り
言
。
（
Ｔ
）

一
農
家
の

独

り

言

農地を転用する場合には、

農地法による手続きを！
農地を転用する場合には、

農地法による手続きを！
　農地を転用する場合には農地法の許可が必要ですが、許可を受

けないで行われる、いわゆる『違反（無断）転用』が後を絶ちません。

　農業者をはじめ、開発などに携わる人も農地転用許可制度を正

しく理解して、法令遵守に努める必要があります。
太陽光発電の設置には

農地転用の許可が必要です

　農地を住宅や工場等の建物敷地、太陽光発電施設、資材置場、駐車場、道路、水路、山林等

農地以外の用地に転換することです。

　なお、一時的に資材置場や砂利採取場等に利用する場合も転用になります。

農業委員会事務局　農地係　℡０７４８－６９－２２６３問い合わせ先

農地転用とは

市街化区域内の農地転用

　市街化区域内の農地転用にあっては、あらかじめ農業委員会に届出を行えば許可を要しない

こととなっています。

◆農地は大切な食料の供給基盤です。

◆一度農地以外に転用されると元に戻すことは極めて難しいことから、無秩序な転用を防

止し、農地制度に基づいて転用を行う必要があります。

◆農地法の許可なく転用した場合や、許可された通りに転用しなかった場合には罰則があ

ります。

◆農地転用の許可基準や手続き方法については、農業委員会にご相談ください。

◆優良な農地を守るため、違反（無断）転用を見つけた場合は農業委員会へご連絡ください。

ご注意ください！

3　甲賀市農業委員会だより  № 26



市
長
に
意
見
書
を
提
出

市
長
に
意
見
書
を
提
出岩永市長に意見書を提出する

北田会長（中央）と田畑副会長（右）

　
11

月
14

日
、
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と
し
て
、
農

地
利
用
の
最
適
化
に
係
る
意
見
書
を
岩
永
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

　
意
見
書
の
内
容
は
、
高
齢
化
や
獣
害
な
ど
市
が
抱
え

る
課
題
へ
の
対
策
を
、
農
業
施
策
に
反
映
さ
せ
る
よ
う

求
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
を

最
も
重
要
な
業
務
と
位
置
付
け
活
動
し
て
お
り
、
今
回

の
意
見
書
の
提
出
も
そ
の
一
環
と
な
り
ま
す
。
　

　
意
見
書
の
詳
細
は
、
甲
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
農
業

委
員
会
の
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
　   

（
Ｊ
）
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甲賀市農地賃借料情報甲賀市農地賃借料情報
　平成29年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）は、以下のとおりと

なっております。

　この賃借料情報は、参考として提供していますので、貸し人・借り人の双方が、話し合って決定してください。

１　田（水稲）の部

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 備考

甲賀市一円 8,500円 10,000円 5,000円 30 ※２

使用貸借権（無料） 3

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 備考

甲賀市一円

大規模基盤整備地域 10,800円 13,000円 9,000円 13

基盤整備地域 6,300円 10,000円 4,000円 243 ※１

未整備地域 5,900円 10,000円 4,000円 62 ※１

甲賀市平均 6,400円 合計 318

使用貸借権（無料） 178

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数 備考

甲賀市一円

土山町・水口町
甲賀町・甲南町　全域

5,000円 5,000円 5,000円 1 ※２

信楽町　全域 17,700円 19,000円 15,000円 3

甲賀市平均 14,500円 合計 4

使用貸借権（無料） 0

２　畑（普通畑）の部

３　畑（茶畑）の部

※1  異常値補正（データの平均値より1.7倍以上または0.3倍以下の賃借料は対象外）

※2  昨年度のデータ（平成29年1月から12月までに賃借権及び使用貸借権が設定されなかったため）

・ データ数は平成29年1月から12月までに甲賀市内で賃借権及び使用貸借権が設定された農地の筆数となります。

　（賃借権…賃料を支払い農地の貸し借りを行う　　　使用貸借権…無償で農地の貸し借りを行う）

・ 平均額は下二桁を四捨五入し、100円単位で算出しております。

・ 「甲賀市平均」は、各区分の平均値をデータ数により加重平均した値となります。



伊
賀
市
農
業
委
員
会
と
の

　
　
　
　
　
　交
流
会
開
催

　
11

月
21

日
、
６
回
目
と
な
る
伊

賀
市
農
業
委
員
会
と
の
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
年
は
伊
賀
市

で
の
開
催
で
し
た
。

　
ま
ず
は
J
A
い
が
ほ
く
ぶ
の
直

売
所
『
と
れ
た
て
市
ひ
ぞ
っ
こ
』

を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
内

に
は
野
菜
ソ
ム
リ
エ
が
常
駐
さ
れ

て
い
て
、
季
節
野
菜
の
調
理
方
法

な
ど
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
J
A
い
が
ほ
く
ぶ
本

店
の
一
角
を
お
借
り
し
て
情
報
交

換
会
を
進
め
ま
し
た
。
今
回
の
交

流
会
は
農
業
委
員
会
制
度
が
改
正

さ
れ
て
か
ら
初
め
て
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で

き
ま
し
た
。

　
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
担
い
手
の
育
成
や

世
代
交
代
が
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
か
が
地
域
の
最
大
の
課
題

で
す
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
相
互

の
意
見
や
事
例
等
を
交
換
し
ま
し

た
。

　
伊
賀
市
と
は
忍
者
を
通
じ
て
の

繋
が
り
も
あ
り
、
今
後
も
交
流
を

深
め
、
よ
り
良
い
農
地
管
理
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　  

（
Ｏ
）

　
12

月
７
日
、
柏
木
小
学
校
４
年
生
の

食
育
畑
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

水
口
町
の
各
小
学
校
で
は
学
級
農
園
で

か
ん
ぴ
ょ
う
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
に
ん
じ
ん
の
収

穫
体
験
の
後
、「
田
中
さ
ん
の
に
ん
じ

ん
と
山
元
さ
ん
の
小
松
菜
と
か
ん
ぴ
ょ

う
の
ゴ
マ
和
え
」
と
「
大
学
イ
モ
」
を

作
り
ま
し
た
。

　
料
理
教
室
で
は
、
包
丁
や
す
り
鉢
な

ど
を
使
っ
て
楽
し
く
上
手
に
実
習
し
ま

し
た
。
自
分
た
ち
で
栽
培
・
収
穫
し
た

野
菜
な
の
で
「
お
い
し
い
！
」「
家
に

帰
っ
て
作
り
た
い
！
」
と
大
人
気
で
し

た
。

　
畑
に
入
る
事
や
収
穫
し
た
経
験
は
大

人
に
な
っ
て
も
覚
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
市
内
の
各
小
学
校
で
も
こ
の
よ
う

な
学
習
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
も
の
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

柏
木
小
学
校

　食
育
畑
交
流
会

柏
木
小
学
校

　食
育
畑
交
流
会

「
地
元
野
菜
の
収
穫
体
験
と

　
　
　
　
　
　

  

料
理
教
室
」

「
地
元
野
菜
の
収
穫
体
験
と

　
　
　
　
　
　

  

料
理
教
室
」

にんじんの収穫体験
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農業委員会が新しい体制でスタートしてから早くも８ヶ月が経過しました。

農業委員・推進委員あわせて64名は、地域の農地を守り育てるため日々活動しています。

この広報紙が皆様との架け橋となることを願っています。（Ｙ）

■発行日　毎週金曜日

■購読料　１ヶ月 700円

■申　込

　　農業委員会事務局

　　または地区農業委員へ

　堤さんは、３年前に父親がハウス栽培を

やめると言われた際、「それはもったいな

い」と会社勤めから転職されました。今で

は経営者として、家族とパートさんとで忙

しい毎日です。

堤　一弘さん（左）　父の喜一郎さん

甲賀市農業委員会事務局 TEL 69 ー 2262

　旧年金の経営移譲年金を受給されている方で、後継者に委

譲した農地を転用される場合、年金が減額されることがあり

ますので、事前に農業委員会事務局までご相談ください。

JAこうか営農企画課 TEL 65 ー 0720

地域で頑張る就農者紹介

水口町八光　堤　一弘さん
つつみ かずひろ

　「地域のみなさんに安心でおいしい物を

食べていただきたい」と熱く語っておられ

ました。

　Ｑ　：どのようなことをされていますか？

　堤　：少量土耕栽培という方法で、７棟あ

るハウスで地面から20cmほどの高さ

に細長い棚を作り、季節によりトマト・

キュウリを栽培しています。

　Ｑ　：少量土耕栽培の利点は？

　堤　：肥料や水分のコントロールができ、

病気も少なく、味が良い作物が収穫で

きます。また、雑草管理も省力化でき

ます。

　Ｑ　：苦労されている点は？

　堤　：出荷時期には梱包作業が大変で、忙

しい時は日が変わることもあります。

　Ｑ　：将来の夢・希望は？

　堤　：地域の方に安全・安心な物を提供す

るため農薬の使用をより少なくし、収

量よりも品質・味で他に負けない作物

を育てていきたいです。 今後はブラン

ド化を図り、大都市圏へＰＲしていき

たいですが、日々の作業に追われてい

ますので、行政などのサポートをお願

いしたいです。
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